
∪･D･C･る81.322

H一丁AC8250電子計算機システム
HitachiComputer8250SYStem

HitachiComputerSvstem8250comesbetwee=HitachiCompute｢Svstem8150

and8350not on■v■n the==mericaIseq=e=CeOf the=ame buてin thescale of

app-■Catio=･ltincorporatesHitachi′srichexper■ie=CeWith HitachiComputer8000

series computers∂=d the best o†its=eWIv developed e=ghee=ng teCh=iq=eS･

Combinedwithnewtypesofperipheralequipmenて∂ndso†twarethissm∂11/med山m

svstemcanbeusedconvenie=ttVforbusinessa=dscie=肺cp=｢POSeSaSW訓asfo｢

onlinerealtimeprocessingandremoteb∂tChstationp｢ocessing･

l】 緒 言

最近の電了一計算機システムによる情報処理技術の発展は著

しく,適用分野のJエさ,処理業席の多様性からくる要求は-一一

段とその深さを増しつつある｡ハードウェア,ソフトウェア

に対する惟能の向上,機能の拡大,経済件の向上はもちろん,

雇主に専門家以外でも簡単に使用することができ,増加しつつ

ある運用費用を低減し,操作性,信頼性を向上することが重

要となってきている｡

HITAC 8250はHITAC 8000シリーズの経験を生かし,新

しい技術により高性能･高イ吉相性およびシステムとしての使

いやすさならびに経済作を毒手比して開発されたシステムであ

る(図1)｡

臣l 開発方針

HITAC 8250システムの開発万金十は下記のとおりである｡

(1)システムの拡張件

HITAC 8210が主として事務処理に焦点を合わせているの

に対し,HITAC 8250は,本朽的な汎用機としての機能を備

え,できるだけ幅広い顧苓の要求を満足できるようにした｡

特にメモリ寄居,ファイル′容量に関して拡張性を重視してい

る｡

(2)オンライン システムのサポート

今後,小･中形機の分野においても,ますますオンライン
一三>

システムの需要が多くなるものと思われる.っ このため処理装

置に通信丁別御機能を内蔵させ,ソフトウェアとLて実時間処

理汎用パッケージを用意し,低コストでかつ谷易にオンライ

ン システムを構成できるようにした｡

(3)大容量ファイルのサボ〉ト

→ ファイル中心のシステムを実現するために大容量ディ スク

のサボMトを行なっている｡またソフトウェアとしては,大

芥竜ファイルを利用したデータベース システムを苓易に実現

･-するためのアプリケⅦション パッケージを開発した｡

(4)コスト パフォーマンスの向上

M SI(中規模集積回路),IC(葉柄【叫路)メモリ,高密度

､実装技術の採用により大幅なコスト パフォーマンスの向上を

阿った｡また新しくHITAC 8150と共通して′ト･中形俄に過

したコスト オリエンテッドな周辺装置を開発した｡

寺島光一* 打∂言cん才Terαざん吉例α

滝田誠一郎* se吉f亡ん∠γ∂九鬼加

(5)メモリ′消上許率の小さいオペレーティング システム

主記憶装置の有効利用を阿るため,オペレーティング シス

テムで必要とする主記憶装置の答宗を性能の許す範岡ででき

るだけ′トさく した｡

(6)信栢惟･保守′性･操作性

エラ】検出回路の充実,命令の再試行,障害発生時の記蛋丸

マイクロ診断機能など信輔惟,保守件の向__Lを図った｡

またコンソ【ル ディスプレイを標準装備することにより操

作性を向上した｡

8 処理装置

H-8250処理装置は,書換え可能制御記憶装置を用いたマイ

クロプログラム制御方式を用いている｡

処理装置のおもな特徴としては次の点があげられる｡

(1)制御記憶装置およぴスクラッチパッド記憶装置としてI

Cメモリを悼用してし､る｡制御記憶装置として書換え可能な

図l 州TAC 8250システム 標準構成システムの外観で,左前方:

カード読取機(H-8287),右前方:ラインプリンタ(H-8274),左後方:ディスク

馬区動装置(H-8578),右後方:石産気テープ制御装置(H-8476)および磁気テープ装

置(H-845Z)をそれぞれ示す｡

Fig.1Hitachj Computer8250

*R‾1工製作所神奈川工場
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ICメモリを用いることによりマイクロ冶断を可能とし,ス

クラッチパッド記憶装吊の壬采用によr)処理装置,チャネルの

レジスタの制御を集中化L,ハードウェア構成を簡単化した｡

(2)草本論理素了一として大部分は中速度Transistor-Transistor

Logic(以‾卜,TTLと略す)およぴM SIを用い､タイ ミン

グのクリティカルなところにのみ高速度TTL(ショットキ【

バリアダイオード付TTL)を用いて最小限の素十数で鼓大

の処理速度が出せるような設計を行なった｡

(3)ディ スク,コンソール ディスプレイ,紙テープ入出力装

帯など基本的な制御袋帯を処理装言茸にインテグレートするこ

とにより,原価イ氏?成を閉った｡

(4)通信制御装置を処理装置にインテグレートすることによ

り,安価なオンライン システムの実現を可能にした｡

処理装置の構成は区12に,おもな仕様は表†に示すとおり

である｡i

【】 チャネルと周辺装置

H-8250処f里装置には4柿頬のチャネルが用意されており,各

柿の人才一･りプ装置の接続を可能にしている｡システムに標準的

に接続されるディスク チャネル,SOOOシリーズfり入出力装置

を接続するセレクタ チャネ/し,マルチプレクサ チャネル,お

よび通f言Lロ_】線用のコミュニケーション チャネルである｡

4.1 ディスク チャネル

ディスク チャネルは,人ノ存二冠ディ スク脈動装置を接続する

ための制寺卸機能をもたせたチャネルである｡従来のシステム

では,処理装置のチャネルに-rliり御装置右介してディスク駅動

装置を制御したのであるが,H-8250処理装置では制御装置を

処理装置の内部に･-･休化して組み込み,可能なかぎり処f聖楽
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図2 H-825G形処理装置の構成

H-8250形処理装置のオプション構成を

示す｡メモリの最大容量は256kB,デ

ィスクチャネルに接続されるディスク

覧区動装置の最大容量は800MBである｡

Fi9.2 Confjgu｢ation of Hitachl

Compute｢8250System Processor

置の憐冶巨を使用することによりコスト低減を阿っている｡デ

Mタ フオ】一マットは可変長であるので,ディ スクパックの空

エリアがなくなり効率が良い｡接続可能なディ スク駆動装置

としては,H-8572形,H-8578形およびH-8589形の3朽顆が

ある(表2)｡

4.2 コミュニケーション チャネル

コ ミュニケーション チャネルは, 従来の通イ‾iiF別御装置と

チャネルを-･体化し処理装置の内部に組み込んだものであり,

仙t仙桁なオンライン システムを実現する目的で開発された｡

コミュニケ【ション チャネルの仕様は1丁記のとおりである｡

表I H｢｢AC 8250処理装置のおもな仕様 H汀AC8250処理装置

のおもな仕様を示す｡ディスクチャネル.コミュニケーションチャネルは処理

装置に内蔵されている｡

Table.1Speci†ication of Hitachi Compute｢8250 Syslem

Processor

区分 項 仕

メ

モ

リ

演

算

装

置

サイクル タイム 0.8/上S/2バイト

巳 香 里 32kB～256kB

l汎用レジスタ数

浮動小数点レジスタ数

16個=個4バイト)

4個(l個8バイト)

156種命 令 数

そ

の

他

ディスク チャネル 最大800MB

コミュニケーションチャネル

lエミュレータ

最大32恒]線内蔵

H-8210,lBM360/20

】.診断機離
l マイクロプログラム

による自己診断機能命令再試行機能
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(1)最大l叶線数:321叶練

(2)通信方式:半二重

(3)屯三う宝達度:50/200/1,200/2,400/4,800ビット/秒

標準として接純可能な端末は下記のとおりである｡

HITAC 9182

HITAC 9815

HITAC 9121

HITAC 9122

HITAC 9132

HITAC 9515

HITAC 9133

ビデーオテ､一夕 シテスム

デ∽タエージェント

端末システム

端末システム

端末システム

データ タイプライ タ

端末システム

4.3 マルチプレクサ チャネル

標準インタフェ"スをもつ†氏姓の入日_リブ装置との閃でデ∽

タの転送を行なうチャネルであり,最大八つのトランクが接

続可能である｡

マルチプレクサ チャネルに標準として接続可能な入出力装

苗は下記のとおりである｡

H-8287-10 カ山ド.読取機

H-8287-21 カード読取機

H-･8288-10

H-8239-31

H-8285-20

H-8258

H-8245

H-8274

H-8246

H-8252

二の外に,

H-8223

読取速度 1,000枚/分

せん才Lカrド 1,000柁/分

マーークカード 765校/分

力ード.読取粍 ふ●己取咄度1,600校/分

力一ドせん孔慌 せん了L速度 160欄/′秒

カード印刷せんイL慨 せんイL油性160欄/秒

仲川過度 217行/分

lてlりl川4行×80ナート/柁

マークシート.…1■こ取機

ライ ンプリ ンタ

ラインプリ ンタ

ライ ン70リ ンタ

光学‾丈′jニニ.読】叔慌

読取速度

印刷過度

印刷速度

】二‖刷過度

.言1●己取越J空

150校/分(はがき大)

600行/分

1,000行/分

1,250行/分

430～1,200校/分

H-8283-1形テープ入出力制御装置を介して,

1 テuプ.読取機1iノ己取速度 500/600′i■二/秒

H-8225-1 テrプせん孔恍 せん孔速度 110J下/秒

が接続可台巨である｡

4.4 セレクタ チャネル

高⊥埴の周辺装置との間でデータの転送を行なうチャネルで

あり,最大2チャネルで摘続可能である｡

セレクタ チャネルに標準として接続可能な田辺装置は次の

とおりである｡

H-8423

H-8452

H-8453

H-8455

10,11磁気テ叩プ装置 40kB/s

崩妄気テープニ装荷

磁気テープ装置

磁気テープ装置

80kB/s

120kB/s

240kB/s

8 ソフトウェア

HITAC8250オペレーティング システムNew Disc Operating

System(以下,NDOSと略す)は,′ト･中形機規校のハー

ドウエア構成で,大形機なみの機能を効率よく実現すること

をr+的として新たに開発したものである(図3)｡

5.1管理プログラム

管理プログラムは,処f里装置･入出力装置･端末装置の各

動作を制御したり,樺汚が発但したときの処理を行なうハ【

ドゥェア制御やシステムの処理効率を向上させるマルチ プロ

グラミンググ)制御,ファイルへのアクセス制御などを処理す

るプログラムである｡

(1)ハーードゥエア管理

システムを構成している処理装置,周j担装置の制御を行な

う｡処理装置で発生する各杵渕込み処理,周辺装置の動作命

令,エラ【川役処‡里などが含まれる｡

(2)プログラム管理

プログラム管王里は次のような処理を行なう｡

(a)マルチ プログラミング処至里

NDO Sでは境大六つのプログラムを同時に実行するこ

とを叶能としている｡

(b)マルチ タスク処王堅

オンラインリアルタイム処理の処理能力を高めるため

に,NDOSでは一つのプログラムを校数タスク処理する

ことを可能としている｡

(C)オーバレイ処理

主記憶装置の谷還を超えるような大きなプログラムを処

理するためのオーバレイ処王里機能をもつ｡

(d)ロールアウト/ロールイン処理

オンラインリアルタイム処玉里とバッチ処月主をマルチ プ

ログラミング処J発するとき,オンラインのトラフィ ックが

少ないときはバッチ プログラムに大きい主記憶装市を一与一え,

オンラインのトラフィ ックが増加してきたら,オンライ
ン

プログラムに主記憶装置を与一えるという効率のよい主記憶

港市の利用を叶能としている｡

表2 ディスク駆動装置の性能 H汀AC8250に接続されるディスク駆動装置のおもな仕様を示す｡転

送速度806kB/sのディスク馬区動装置が最大容量800MBまで接木売可能である｡′

Table 2 Specification of Disc Sto｢age

機種
性能 H-8572形ディスク駆動装置 H-8578形ディスク駆動装置 H-8589形ディスク馬区動装置

芸己

憤

容

里

ト ラ ッ ク 当 た り 7′294バイト 7′294バイト 13′030バイト

シ リ ン ダ 当 た り 72′940バイト 川5′880バイト 24了′5了0バイト

100′O18′28ロバイト

80()′146,240バイト

装置当たり

ディスクチャネル当たり

14.588′000バイト
l

29.1了6′000バイト

58′352′000バイト 233.408′000バイト

情 報 転 送 速 度 312kB/s 312kB/s 806kB/s

ヘッド位置決め時間 平均 75ms 平均 60ms 平均 30ms

シ リ ン ダ 数 203シリンダ/装置 203シリンダ/装置 4】lシリンダ/装置

ト ラ ッ ク 数 10トラック.′/シリンダ 20トラック/シリンダ 柑トラック/シリンダ

記 録 形 式 可 変 長 可変長

H-8553-12形

可 変 長

ディスクチャネル H-8553-14形 H-8553-tl形

21



(e)チェック ポイント/リスタート処理

長時間かかる業務処理プログラムを実行するとき,実行

途中で万一障害が生ずるとそれまで処理されてきた内容が

全部失われてしまうため,最初からやり直すことになる｡

このような時間のロスを最小にするため,処理に中断点を

管理プログラム

■スーパバイザ

‾｢≡
-ジョブ管理

-データ管理

一通信管理

■システムジェネレータ

処理プログラム㌻′

巨

ハードウェア管理

プログラム管理

障害管理

言語プロセッサ

COBOL

FORTRAN/大形FORTRAN

P+/I

RPG

アセンブラ

ユーティリティプログラム

巨
リンケージエディタ

ソート マージ

ライブラリ保守

ファイル保守

ボリューム保守

デバッグ支援

実時間処理汎用パッケージ

アプリケーションプログラム

リモートパッチステーション処理プログラム

使 用 者 の プ ロ グ ラ ム

川mC8210DOPSエミュレータ

IBM360/20エミュレータ

図3 HlTAC8258ソフトウェア構成 HITAC8250のソフトウェア

の大系を示す｡NDOSは,H汀AC8250用に開発されたOSであり,エミュレ

ータはシステム移行上のツールとして使われる｡

Fig･3 HitachiComput即8250SystemSoftware System
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設け(チェック ポイントと呼ぶ)障害が発生した場合･は最

初にもどることなくその中断点から再実行(リスタートと

呼ぶ)させることができる｡

(f)プログラムのローディング処理

NDOSには,コア イメージ ローダとリロケーティン

グ ローダの2種類が用意されている｡前者は高速ローディ

ングが可能で定常業務に適しておI),後者はマルチプログ

ラミングの本数を多くとら■ねばならないような場合に適し

ている｡

(3)障害管理

NDOSでは,システムで障害が発生したとき,その障害

が回復可能なものであれば実行を中止せずにその回復処理を

行ない,システムの信頼性を高めるとともに障害の原因など

を記録し,後日の障害予防が行なえるように管理している｡

(4)ジョブ管理

ジョブ管理は,業務処理プログラムを効率よく処理するた

めのシステム運用制御を行なうプログラムである｡

(a)スプール制御

マルチ プログラミングを効率的に実現するため業務処理

プログラムをカード読取機や磁気テープからディスクにス

タックする入力リーグ,業務処理プログラムの処玉里結果を

一時ディスクヘスタックし,終了後ラインプリンタや磁気

テープに出力する出力ライタをNDOSのもとでは最大6

本まで実行することを可能とし,優先度によるジョブスケ

ジュール機能を実現した｡

(b)カタログ･プロシジャ処ヨ空

走常業務など使用頻度の高い処コ聖プログラム用のジョブ

制御ステートメントやパラメータを登録しておき,必要な

ときに一連のジョブの中に組み込む機能をもたせた｡

(c)装置の標準割当て処理

プログラムの実行には,実行に必要な入出力装置,ファ

イル エリアを割り当ててやる必要があるが,NDOSでは

コンパイル時に使うワーク ファイルなど標準的なものにつ

いてはあらかじめ割i)当てておくことが可能であり,ジョ

ブ制御ステートメントをジョブごとに作る必要をなくした｡

(d)アカウント処理

ジョブごとに計算機使用時間,入力カード枚数,ライン

プリンタ出力行数など,センタ運営管理上必要なデータを

出力する｡

(5)-データ管理

(a)取り拭うレコード/ブロック

NDOSデータ管理では,HITAC 8250システムの広い

用途に応じられるように,次の七つの形式のレコードが扱

える｡

(i)

(ii)

(iii)

(iv)

(v)

(vi)

¢iil

(b)

固定長非ブロック

固定長ブロック

可変長非ブロック

可変長ブロック

レコード

レコード

レコ【ド

レコード

スパンド非ブロック レコード

スパンド ブロック レコード

未定義レコード

ファイル編成とアクセス法

NDOSデータ管理では,ハードウェアの特長を十分に

生かした下記のようなファイル編成とアクセス法を実現し

ている｡

(i)順編成/順アクセス法

(ii)直接編成/直接アクセス法
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(ii乃索引順編成/索引順アクセス法
5.2 言語プロセッサ

HITAC 8250システムは,広い適用分野に対処するため,

各業務処理プログラムに適した言語を多種類用意している｡

(1)COBOL(CommoヮBusiness Oriented Language)

事務計算業務処理プログラム用言語であり,JIS規格C

OBOLの仕様に準じており,高度な機能とデバッグの容易さ

を実現している｡

(2)FORTRAN(Formula Translation)

科学技術計算用プログラム言語として,JISの一最大水準

であるJIS7000の機能を持ったFORTRANと,JIS

7000をさらに機能強化し,かつ高速なコンパイルが可能な大

形FORTRAN との二つのコンパイラを開発した｡

(3)PL/Ⅰ(Program LanguageI)

PL/Ⅰは事務計算,科学技術計算の両方の性格をもつ汎用

の業務処理プログラム言語で,すべてのバッチ処理プログラ

ムをPL/Ⅰで作ることが可能である｡

(4)RPG(Report Program Generator)

複数のデータ ファイルから必要な報告書を作成したり,あ

るいは---′-･つのデータ ファイルから種々の報告書を作成すると

いった業務は非常に多い｡RPGはこのような業務プログラ

ムを簡単に作成できるプログラム言語で,NDOS RPGは複

数ファイル,複数フィールド,複数報告書を同時に扱うこと

ができる｡

(5)アセンブラ

NDOSアセンブラは,豊富なマクロ機能をもっており,

プログラミングの効率を高めることができ,またアセンブラ

で組まれたプログラムとCOBOL,FORTRANなどで組ま

れたプログラムを組み合わせて一つのプログラムにすること

もできる｡

5.3 アプリケーション プログラム

HITAC 8250システムのアプリケーション プログラムとし

ては,事務処理あるし-はファイル処三哩が簡単に行なえるデー

タ ベース マネジメント ンステム 〈PDM〉 〈SIMBOL〉,

生産情報管理,経営管理,人事管理などに使用できる くBM

プロセッサ〉,数値解析プログラム 〈MSL〉,統計,予測解

析プログラム群〈HSAP〉,線形計画プログラムくLPS〉,

各種プロジェクトの総合管理プログラム 〈PCMS〉,ⅩYプ

ロッタ用サブ プログラム群くⅩY70ロッタ ルーチン〉 を開

発した｡

(1)PDM(PracticalData Manager)

PDMはネット ワーク構造のデータを容易にかつ効率よく

処理することができるデータ ベース マネジメント システム

であり,次のような特長をもっている｡

(a)ホスト言語形

PDMによるファイル処理はCOBOLまたはアセンブラ

で作成された業務プログラムと組み合わせて,データの入

力から結果の出力まで複雑なファイル構造を考慮すること

なく,一元的に処理することができる｡

(b)ネット ワーク構造

PDMでは関連するレコードを相互に結びつけ,ネット

ワーク構造のファイル構成を作ることにより,デ【タの重

複をなくすことができる｡たとえば,販売管理の場合,受

注コード･得意先名･品名･数量･納期を記録した一つの

レコードを更新することにより,得意先ファイル,受注フ

ァイル,出荷ファイル,一在庫ファイル,生産計画ファイル,

販売計画ファイルなど一連のファイルを一挙に更新するこ

とができる｡

(c)ファイル編成とファイル処理の独立

ファイルあるいはレコード群に変更が生じても,業務処

理プログラムは変更しなくて済むように,ファイル編成の

定義文とファイル処理とは完全に独立させてある｡

(d)効率のよいファイル構造,ファイル検索

PDMは実用作を最重点におき,ファイル えペースの有

効括札 処理時間の短縮のための自動最適化機能を備えて

いる｡

(2)SIMBOL(SIM plified Business Oriented Language)

SIMBOLはファイルの作成からファイルの処理,さらにレ

ポートの作成までを非常に簡単な手続で行ない,専門のプロ

グラマーでなく とも,容易にプログラミングすることができ

るよう開発されたパッケージである｡さらにファイル編成の

定義とフ7イル処理を独立させてあるから,ファイル編成の

変更によI),処理プログラムを直す必要がない｡

(3)BMプロセッサ(Billof MaterialProcessor)

HITAC 8250システムのBMプロセッサは企業内のファイ

ルを一括集中管理し,情報の検索,更新をタイムリーに行な

えるよう考慮されており,生産情報管理のみならず,経営管

理や人事管理など広い分野に適用することのできる汎用パッ

ケージである｡特に多量のデータ管理に有効なセパレート

インデックス ファイルが扱える｡またマスタ ファイル,チェ

ーン ファイルは,複数ファイルが処理可能である｡

(4)MSL(数値計算ライブラり)

MS Lは科学技術計算プログラムのサブルⅥテンあるいは

関数として使用される微積分,行列演算,フーリエ解析など

広く数倍解析で使用されるプログラムを多数含んでいる｡

(5)HSAP(統計解析プログラム)

HSAPは連環比率法,センサス局法,分散分析,因子分

析など統計解析を行なうためのプログラム群である｡

(6)PCMS(プロジェクト管理プログラム)

PCMSは,PERT/TIME,PERT/MAN,PERT/CO･

ST,CPMをそれぞれ有機的に結合した総合プロジェクト管

理を行なうプログラムで,日程管理,人員管理及び経費管コ聾

の最適化を行なうことができる｡

(7)LPS(数理計画システム)

LPSは,石油精製問題,製品配送問題,最適人員配置問

題など広く使用されている線形計画での故通解を求めるプロ

グラムである｡

(8)ⅩYプロッタ ルーチン(図形処理プログラム)
ⅩYプロッタ ルーチンは,文字やグラフ,図形を描くため

の各種サブルーチンから成っており,図表をⅩY70ロツタに

出力するのに用いられる｡

l司 オンライン システム

HITAC 8250システムは,本格的なオン■ラインリアルタイ

ム処理を可能とすることを一つの開発目的としている｡ハー

ドウェア上では,前述のように通信制御機能を中央処理装置

に内蔵し,低価格な通信制御装置を実現し,ソフトウェアと

しては次に述べるようなパッケージを開発した｡

6.1実時間処理汎用パッケージ(TMS一りTMS-1B)

実時間処理汎用パッケージは,管理7Cログラム(通信管理1

と顧客ごとに作成される業務処理プログラムの間に位置し,

実時間処理に特有の複雑な処理をすべて引き受けるプログラ

ムであり,一般オンライン システム用のTMS-1(Transac-

tion Management System･1)と銀行オンライン システム糊
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のTMS-1B(Transaction Management Syste皿-1for

Banking)の2種類がある(図4)｡

TMSを用いることにより実時間処理プログラムがバ､ソナ

処理プログラムを作るのと同じ努力で作ることができ,シス

テム構築の期間を短縮することができる｡TMSでは次のよ

うな機能が処理される｡

(a)バッファ管玉里

(b)メッセ【ジ入出力管理

(c)回線エラー凹復処理

データ管理 郵音響琴

/
パッチ業務

処理プログラム

I
T M S

実時間業務処理プログラム

＼
実時間業務処理

プログラム

図4 TMSの位置付け TMSプログラムと他のプログラムとの関係を

示す｡TMSを使うことにより実時間業務処≡哩プログラムの作成が容易となる｡

Fig･4 Position of TMS P｢ogram
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(d)オへレ一夕との交†言処理

(e)州カノソセ【ジ キュm管環

(f)ジャーナ′レ取得処理

(g)リラン処手堅

(h)ファイル復元処理

6.2 リモート バッチステーション処理プログラム(RESP)

中央の大形計算機とHITAC 8250システムを適イ三回線を介

して接続L､HITAC 8250システムから中央の大形計算機に

ジョブを送り,結果をまたHITAC 8250システム側へ送ると

いう りモーート バッチ処]聾が可能である｡すなわち,HITAC

8250システムが大形計算機のリモート バッチ ステーション

として働くことになる｡この機能によI),全社的な計算機の

適性配置と中央大形計算概の有効活用が可能になる｡NDOS

のRESP(RE mote batch Station Program)は,このよ

うなリモート バッチ ステーショ ンとLての処理を行なうプ

ログラムで,バッチ処理プログラムとマルチ プログラミング

で動作が可能である｡

l】 結 言

HITAC S250システムは､HITAC 8150とHITAC 8350(乃

中F7盲]に位讃するシステムとして,HITAC 8000シリーズの経

験を牛かL,さらに新しい技術により,より高い価格/性能

比,高信相性及びシステムとしての使いやすさを重視して閥

ヲ己された｡既に多数のユーザーに納入され,幅広い用途に位

輔されているが,今後さらに機能,性能の改善に努め安定し

たイ言相性の高いシステムとするよう鋭意努力を続けてゆく所

存である｡

周辺分布とそのスペクトルによる漢字の認識

日立製作所 中野康明･中田和男

電子通信学会誌 56D-3,川6(昭48-3)

[りこi渋の慨械処冊叫問題をぞ1えるとき,

iウミノi二を耽り拭う必要什があることはまちが

いない｡その中でも之も州稚かつ戊安なのは

る｡

は術r桝二州雉にLて

もかかわらずこれを

る雉ノ∴くの･つはi灯i･二

1二数が常Lく多いことであり

数は､〔川J甘;■:で約2,000ノ∴
･+'範ノj･

)三Lても約900`j･二に止する二.′j二数がJ仰Jlけ

ると標準パタ【ン

適性か帆‾卜するの

L,.ば.iご;生

違を

性を満とすことなく減少する必要がある.｡

筆弟らは 二次元丈で㌻′ヾターンの一りくノ亡投
宗きである周辺分和が溌′Fパターング)寸川生を

よく似存していることに一前日L,

印刷文二主:の.言出削二利川したり

文′jニパターンを,

P(～,ノ)= (冒
J,ノ=1,

(余日)

(丈チトト)

2,=
‥,〟

単一ノト休

で占わすとき,水､】モ川j当分和は,

Jヽ'

∬(才)二∑p(J■,ノ)
ノー1

で1ヒ裁きれる｢ゝ巾iF=二ついても州㌧丁‡である

札i臼分布パターンを川し､て4キクイ71

を行なった｡

数はノL州以卜の孜ffi与呈ノト500′i･二である二.ウj､

解能が50×50ノ,ソシュの ▲.仙パターーンに盤

根L/こク)ち処.叩を行ち･った｡

人力ノ､ターンとLて1ノj･ニ4サンフルクり

ソナレヘル芥4帥グJ.汁16サンプ′しを川いて

上i′ど.肘た験を行ない､Lこど.淋キミ99.8%を川=た‥.

二のノノ扶の欠′l∴(は,仙刊伯三縮かまだ十分

でないこと,†打iiJ工ずれ納+1一二のたれLど泊地吐

かj吐いことである-.二の欠11丈を攻上呈するた

め,んlヨ辺分布叫榊も弓スヘクトルの利糊を検

J寸L7∴

同j臼分布の批帖iス/＼クト/しはil▲ナi油7-り

ユ礎挽の絶対仙として求め⊥】)れるニー 終閻減

数成分の軒別1三を1王めるため,データのフ

一りェ食根の絶対仙をとることが行なわれ

た｡その結札 水-l工および中東㈹.;ぢ分布の

スヘクトルについて､

み13チャネ′しごりムい直榔岐数倍が左められた｡

前ii+4ぢ一夕イフ11｢】rjニサンプルについて認

.ji】iり三験を行なった_
その純米,文′ナニグ)クリ

‥ノウレベルが過当ち･らば99.9%以上の認.識

字が子リニられることがわかった.1

二の方法を放ffけt′iノニ881′i一二,ひ⊥㌧Jがな,

かたかな終46ノナニのi上･とでトヒット973ノ‡二につい

て過1fJし キミ100%を柑た｡

本認識手法では,標準パターン メモリ

芥_E注が′+､きくて析み, 通性が絞めて速

も比較的it■い､という特徴がある｡

従って,磁1t

でも,毎秒1

ラム付きミニコンピュータ

を組.み†トわせた彬比の帖成

られる

と予想され,簡端

ることができるr

をてj主税す
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